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核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど
社
会

構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
現

在
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

問
題
や
課
題
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
学
力
や
体
力
の
低
下
、
不
登

校
や
い
じ
め
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
子
ど

も
だ
け
の
問
題
と
し
て
片
付
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
や
家

庭
、
地
域
が
連
携
し
な
け
れ
ば
解

決
で
き
な
い
問
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
教
育
委
員
会
で

は
「
学
校
・
地
域
教
育
力
向
上
対

策
事
業
」
と
し
て
地
域
と
の
協
働

教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
学
校
と
地
域
を
つ
な

ぎ
、
地
域
の
人
た
ち
と
児
童
・
生

徒
が
、
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
も
、
地

域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
、
各

町
域
の
教
育
事
務
所
に
配
置
し
て

い
る
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

　

事
業
を
進
め
る
中
で
、
学
校
と

地
域
の
距
離
感
が
縮
ま
り
、
学
校

に
対
し
て
地
域
の
人
た
ち
の
協
力

が
得
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
教
員
が
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
協
力
す
る
機
運
も
高
ま

り
、
一
部
で
は
行
動
と
な
っ
て
表

れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
活
動
で
は
、
学
習
指
導
の

幅
も
広
が
り
、
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

深
ま
り
の
あ
る
体
験
的
な
学
習
が

展
開
で
き
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、
よ
り
組
織
的
な
活
動
と

し
て
進
め
て
い
ま
す
。

の
関
心
や
意
欲
が
高
く
な
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
培
わ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
市
内
を
三
つ
の

地
区
に
分
け
、
支
援
の
形
態
に
応

じ
た
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

登
録
を
順
次
進
め
て
き
ま
し
た
。

23
年
度
が
東
和
・
中
田
・
石
越
、

24
年
度
が
登
米
・
豊
里
・
津
山
、

25
年
度
が
迫
・
米
山
・
南
方
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
本
年
２
月
20

日
に
は
、
南
方
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
「
学
校
と
地
域

を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

会
」
を
開
催
。
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
関
係
者
、
小
・
中
学
校
職

員
な
ど
１
０
０
人
を
超
す
人
た
ち

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
現
場
で
は
、
ま
だ
ま
だ
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
市
教
育
委
員
会
で

も
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通

じ
て
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
確
保
と
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、「
地
域
の

子
ど
も
」
を
中
心
に
、学
校
・
家
庭
・

地
域
が
協
働
し
た
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
・
地
域
の
つ
な
が
り

以
前
よ
り
強
く
組
織
的
に

学
校
と
地
域
の
距
離
縮
ま
る

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
確
保
と
育
成

学
校
現
場
で
は
ま
だ
ま
だ
必
要

　東日本大震災。子どもた
ちは、これから始まる長い
人生のスタートの時期にあ
の大震災を経験しました。
やがてその子どもたちは、
10 年、20 年、いやそれ以
上にかかる復興の最前線に
立つことになります。
　その子どもたちに、「震災
に屈しない生きる力」をしっ
かり身に付けることは、大
人の責任です。学校、地域
はその役割を担っています。
　「学校・地域教育力向上対
策事業」は、地域住民など
の参画によって学校の教育
活動を支援する事業であり、
学校・家庭・地域の協働体
制の構築を目指す取り組み
です。　　

■ボランティア登録状況（平成26年2月28日現在）

※　東和、中田、石越地区は平成23年度スタート、登米、豊里、津山は平成24年度、迫、米山、南方は平成25年度スタート
※　町域の数値は個人登録者数（各区分に重複して登録している人含む） 

区分 内容 迫 登米 東和 中田 豊里 米山 石越 南方 津山 個人計 団体
学習支援活動 本の読み聞かせ、書写指導、郷土学習など 2 7 9 25 16 8 9 25 16 117 21
部活動指導・補 卓球、野球、バスケット、バドミントンなど 2 1 16 7 3 1 2 0 2 34 3
登下校安全確保 登下校時の見守り（スクールガード） 3 16 15 11 17 1 7 4 20 94 21
学校行事の協力 不審者対応訓練、持久走大会見守り、中総体救護など 4 0 18 15 10 1 9 9 8 74 12
環境整備・清掃 図書登録・整理・貸出、除草作業、樹木の剪定など 3 1 10 16 2 3 8 4 19 66 5
技術指導など 縄ない、ミシン、竹とんぼ作り、楽器指導など 1 1 7 20 12 3 3 3 11 61 11
その他 よさこい、衣装縫製の指導など 2 1 2 8 4 0 1 0 2 20 4
延べ人数 17 27 77 102 64 17 39 45 78 466 77
実人数 8 24 55 76 53 13 27 29 44 329 58


